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昨年６月に完成した、駒岡５丁目２箇所の堤防補強工
事の中間部分の堤防工事と、鷹野大橋付近の河川敷道路
工事が行われています。 

この道路部分は、平成２２年３月に完成した『駒岡防
災船着場』に、一般道から災害時における物資等の緊急
輸送道路として、河川敷を通って進入するための道路を
造っています。鷹野大橋下流側で堤防上の道路に接続さ
れる予定です。 

道路は、今年６月に完成した部分から下流側に幅６ｍ
の道路を造っています。施工延長は、約１３０ｍです。 

また、堤防補強のための工事も行っています。施工延
長は、約３１０mです。 
現在は、堤防の河川側に護岸を張り、その上に３０ｃ

ｍの覆土を行い、芝を張って完成となります。 
沿川の皆さんへご迷惑をおかけしますが、よろしくお

願いします。 

 

鶴見川多目的遊水地のうち鶴見川および鳥山川合流
部付近には、ポリ塩化ビフェニル等の有害物質（以下、
「ＰＣＢ等」という。）および異物（木材、プラスチッ
ク、がれき類等）が混在している土砂（以下、「異物混
入土」という。）が、一時保管されています。 
この一時保管されているものの内、ＰＣＢ等の濃度

が比較的高いものについて、「土壌無害化処理」を行い
ます。 
無害化処理するための施設は、今年 1 月初旬に完成

し諸検査を受け、試運転を行っています。 
同様の問題点を抱える自治体なども見学に訪れ、２

月１０日にはマスコミを対象とした現場見学会を行い
ました。 

 

京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 
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あ と が き 
 １月 7日（土）は、新春ウォークで鶴見川の上

流部分を歩き、いつも管理している中流部との違

いを確認してきました。 

 カワセミがいたり、どんど焼きをする準備が行

われていたり、中学生などが管理している花壇が

ありました。市民の方と鶴見川の話をしながら２

４ｋｍを歩きました。（疲れた） 

 28日（土）は、鶴見区にある北寺尾自治会の方

が大型バスで鶴見川流域センターに来館され、鶴

見川の紹介を行った後、越流堤の案内をさせて頂

きました。 

 29日（日）は、手づくり郷土賞の認定式の会場

へ出席し、マスコミの方を現地案内しました。 

『新横浜出張所だより』編集長（上林喜美夫） 

 
 

 

平成２４年１月７日と１４日（土）鶴見川流域で

行われた『つるみ川新春ウォーク』は、両日とも天

候に恵まれ流域から集まった人達で、大いに賑わい

ました。 
参加者は、主催者発表で約２００名となり、７日

に源流から出発し中流域の鴨居まで歩きました。 

１４日は、鴨居から鶴見川河口付近の生麦まで歩き

ました。 
主要な地点で市民団体、関係自治体、京浜河川事

務所の方から鶴見川の歴史、治水、環境等について

説明が行われました。 
 

 

 

                       

 

１月の来館者数は、１，９３０名となり、今年度の累
計は、２７，１０５名になりました。あと 3，000 名弱で  
３万人となります。楽しみにしています。 
 1 月には、奈良県知事、２月には韓国のソウル市長 
なども来館しました。 
この鶴見川流域センターには、鶴見川で行われて
いる総合治水対策など紹介していますが、外国や日
本の中でも異常気象により洪水が多発している現
在、色々な機関で興味を持って見られているようで
す。 
そういう影響もあってか、来館者も増えています。 

【毎週火曜日が休館日です】 
 

住所 横浜市港北区小机町２０８１ 

電話 ０４５－４７５－１９９８ 

（鶴見川流域センター直通） 

 

 

 

 京浜河川事務所には、『リバーシビックマネージャー』
（RCM という）という制度があります。鶴見川下流部（鶴
見出張所管内）と中流部（新横浜出張所管内）に登録して
いる RCM の方が、２月１日（水）午後、鶴見川流域センタ
ーに集まり、合同の分科会を開催しました。（上流７名、下
流 10名登録）この分科会には、５名の RCMの方と職員６名
が参加しました。 
最初に、平石指導官が『河川管理の話題とＲＣＭ制度の

今後について』話題提供を行い、鶴見出張所長、新横浜出
張所長が、工事や河川管理面での話題提供を行いました。 
その後、ＲＣＭの方と活動報告とゴミや環境問題を含め

た意見交換会を行いました。 
 

鶴見川流域で活動しているＴＲネットが、鶴

見川河川敷での活動を評価され『手づくり郷土

賞』に認定され 1 月 29 日（日）駒岡地区セン

ターで認定書の授与式が行われました。 
ＴＲネットは、鶴見区駒岡の河川敷で防災船

着場、大曲広場の花壇等整備が地元の駒岡地区

連合会の住民達と活動していることが評価さ

れたものです。 

お
め
で
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。 

７

日

の

参

加
者
で
す 

１
４
日
の

参
加
者
で

す  

ふるさとしょう 

ふるさとしょう 


